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【手続補正書】
【提出日】平成25年10月4日(2013.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
排出部から排出され処理されるシートを積載する第１のシート積載手段と、第１のシート
積載手段上で処理されたシートを積載する第２のシート積載手段とを備えたシート処理装
置であって、
　前記第１のシート積載手段上のシートを前記第２のシート積載手段へ移動させる際の移
動開始位置と該シートを前記第２のシート積載手段に排出するための排出位置とに移動可
能な移動手段と、
前記移動手段を制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２
のシート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記排出部からシートが排出される場
合、前記排出位置から前記移動開始位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速度を
第一速度とし、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２のシ
ート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記排出部からシートが排出されない場合
、前記排出位置から前記移動開始位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速度を前
記第一速度よりも遅い第二速度とすることを特徴とするシート処理装置。
【請求項２】
前記制御手段は、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２の
シート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記排出部からシートが排出される場合
、前記移動開始位置排出位置から前記排出位置へ向かう方向における前記移動手段の移動
速度を第三速度とし、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第
２のシート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記排出部からシートが排出されな
い場合、前記移動開始位置排出位置から前記排出位置へ向かう方向における前記移動手段
の移動速度を前記第三速度とすることを特徴とする請求項１記載のシート処理装置。
【請求項３】
シートに対して画像形成する画像形成部と、前記画像形成部から排出され処理されるシー
トを積載する第１のシート積載手段と、第１のシート積載手段上で処理されたシートを積
載する第２のシート積載手段とを備えた画像形成装置であって、
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前記第１のシート積載手段上のシートを前記第２のシート積載手段へ移動させる際の移動
開始位置と該シートを前記第２のシート積載手段に排出するための排出位置とに移動可能
な移動手段と、
前記移動手段を制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２
のシート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記画像形成部からシートが排出され
る場合、前記排出位置から前記移動開始位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速
度を第一速度とし、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２
のシート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記画像形成部からシートが排出され
ない場合、前記排出位置から前記移動開始位置へ向かう方向における前記移動手段の移動
速度を前記第一速度よりも遅い第二速度とすることを特徴とする画像形成装置。
【請求項４】
前記制御手段は、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２の
シート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記排出部からシートが排出される場合
、前記移動開始位置排出位置から前記排出位置へ向かう方向における前記移動手段の移動
速度を第三速度とし、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第
２のシート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記排出部からシートが排出されな
い場合、前記移動開始位置排出位置から前記排出位置へ向かう方向における前記移動手段
の移動速度を前記第三速度とすることを特徴とする請求項３記載の画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
本発明のシート処理装置は、排出部から排出され処理されるシートを積載する第１のシー
ト積載手段と、第１のシート積載手段上で処理されたシートを積載する第２のシート積載
手段とを備えたシート処理装置であって、前記第１のシート積載手段上のシートを前記第
２のシート積載手段へ移動させる際の移動開始位置と該シートを前記第２のシート積載手
段に排出するための排出位置とに移動可能な移動手段と、前記移動手段を制御する制御手
段と、を備え、前記制御手段は、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段に
より前記第２のシート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記排出部からシートが
排出される場合、前記排出位置から前記移動開始位置へ向かう方向における前記移動手段
の移動速度を第一速度とし、前記第１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により
前記第２のシート積載手段に移動させる際、該シートの後に前記排出部からシートが排出
されない場合、前記排出位置から前記移動開始位置へ向かう方向における前記移動手段の
移動速度を前記第一速度よりも遅い第二速度とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
本発明の画像形成装置は、シートに対して画像形成する画像形成部と、前記画像形成部か
ら排出され処理されるシートを積載する第１のシート積載手段と、第１のシート積載手段
上で処理されたシートを積載する第２のシート積載手段とを備えた画像形成装置であって
、前記第１のシート積載手段上のシートを前記第２のシート積載手段へ移動させる際の移
動開始位置と該シートを前記第２のシート積載手段に排出するための排出位置とに移動可
能な移動手段と、前記移動手段を制御する制御手段と、を備え、前記制御手段は、前記第
１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２のシート積載手段に移動さ
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せる際、該シートの後に前記画像形成部からシートが排出される場合、前記排出位置から
前記移動開始位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速度を第一速度とし、前記第
１のシート積載手段上のシートを前記移動手段により前記第２のシート積載手段に移動さ
せる際、該シートの後に前記画像形成部からシートが排出されない場合、前記排出位置か
ら前記移動開始位置へ向かう方向における前記移動手段の移動速度を前記第一速度よりも
遅い第二速度とすることを特徴とする。
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